
長期研修員 今泉 優理

（概要版） 文学的な文章の学習における
「言語活動単元プラン集」の作成と活用

—叙述を基に想像して読む児童を育てる国語科指導の充実を目指してー

「言語活動の充実に関する指導事例集」より

文学的な文章を読む学習

単元を貫く言語活動の設定が必要新学習指導要領
言語活動の充実

国語科

言語活動例が示され、言語活動
を通して指導事項を指導する



「単元を貫く言語活動設定の四つのステップ」に
基づいて作成

単元を貫く言語活動設定の四つのス

テップを踏んで作成しています。言語

活動を単元を貫いて進めていけるよう

に留意点を吹き出しで示しています。

言語活動 身に付けられる言語能力

劇 登場人物になりきって動けます。登場人物の行動を動作
化することによって心情や情景を想像しやすくなります。

演 描写に動きのあるものはやりやすいです。
じ
る ペープ 両面に登場人物の絵を描いて持ち手の棒などにつけて演

サート じます。主にお話の筋に合わせて反転させて、お話や絵の
変化などを楽しむものです。

本の 表紙・背表紙・裏表紙にそれぞれ推薦の言葉が書け、本
おび に巻き付けて展示できます。三つの場所に書く内容を考え

させることが紹介の観点を考えることにつながります。

ポップ キャッチコピーのように短い言葉で人を引きつけるため
に、紹介に必要な言葉を考えながら読むことができます。

推薦文 感銘を受けたところはどこか、 本を読むことによって自
分の考えがどう深まったかを明確にすることができます。

紹 読書ポ 心に残った場面、言葉を絵と文で表現できます。どの部
介 スター 分を切り取るか考えることで引用・要約の力がつきます。
す
る 本の 魅力的な場面やあらすじなど項目ごとに書いていき、本
・ ショー を紹介するツールです。指導事項と関連させて、項目を考
推 ウイン えるとよいでしょう。項目を変えることによってどの学年
薦 ドウ でもできます。
す
る リーフ 一枚紙のもの。二つ折り、三つ折りなど折り方を変える

レット ことで構成の工夫ができます。どのような項目にするかを
指導事項と関連付けて考えるとよいでしょう。

パンフ 複数ページに及びかつ簡易的に綴じられたもの。どのよ
レット うな項目にするかを指導事項と関連付けて考えるとよいで

しょう。

ブック ある一つのテーマに沿って数冊の本を順序立てて紹介す
トーク る、図書の紹介方法の一つです。聞き手に、本に対する興

味を起こさせる目的で行います。

はがき はがきサイズという限られた紙面で自分の考えを伝える
新聞 ことができまず。新聞の形式のようにタイトル・見出し・

本文・カットなどを入れ、表現できます。

手紙を 相手意識をもち、伝えたいことを明確にして書くために、
創 書く どんなことを伝えたいかによって読みの観点を変えて読む
作 ことができます。
す
る 続きを 続きを書くために、場面や登場人物の設定、作者の書き

書く ぶりなどを考えながら読むことができます。

先生方が言語活動を設

定していくときの参考に

なるように、単元を貫く

言語活動をどのように設

定していけばよいかを解

説しています。

言語活動を選ぶ上で参考となるよう活動

の特徴ごとに分け、その活動によって身に

付けさせやすい言語能力を示しています。

単元を貫く言語活動設定のすすめ方

「単元構想」の部分

単元計画

「大造じいさんとがん」

（一部抜粋）

言語活動の例

（一部抜粋）

ステップ１ 明確にした身に付けさせたい言語能力

ステップ２ 言語能力を育成できる言語活動

ステップ３ 単元を貫くように位置付けた言語活動

ステップ４ 発問や指示を具体化した単元の指導計画

言語活動を行う上での留意点

学習課題

主な発問

評価項目

単元を貫く言語活動

を行う上でのポイント

を示しています。

言語活動単元プラン集

１．単元を貫く言語活動設定のすすめ方

２．単元計画
「大きなかぶ」（劇）
「ずうっとずっと大すきだよ」（絵日記）

１
年

「お手紙」（ペープサート）
「アレクサンダとぜんまいねずみ」（本の小箱）

２
年

「わすれられないおくりもの」（手紙を書く）
「おにたのぼうし」（ポップ）

３
年

「一つの花」（紹介スピーチ）
「ごんぎつね」（続きを書く）

４
年

「大造じいさんとがん」（本のショーウインドウ）
「雪わたり」（はがき新聞）

５
年

「海のいのち」（本のおび）
「きつねの窓」（リーフレット）

６
年

４．資料編
関連図書 ・単元評価重点一覧表

３．言語活動の例
〈演じる〉・〈紹介する・推薦する〉・〈創作する〉

言語活動単元プラン集の構成



過程 時
☆学習のねらい
〇主な学習活動

第
一 ☆読む目的を明確にし、 ・本のショーウインドウを使って、椋鳩十作品を
次 学習課題を設定する。 紹介することで、作品や作者に関心を高めるよ
学 １ 〇本のショーウインドウを うにする。

の習 作って椋鳩十作品の魅力 ・教師が作成した本のショーウインドウを提示す
設課 を紹介することを知る。 ることにより、学習のイメージをもてるように
定題 する。

第 ☆物語全体を読むために あらすじをとらえるために必要なこと
二 あらすじをとらえる。 ・時、場、登場人物
次 〇教材文で本のショーウイ ・出来事

２ ンドウ作りの仕方を学習 ・登場人物の心情
教 ・ する。
材 ３
文 ★身に付けさせたい言語能力を基に各項目を設定する。
を
読 登場人物の心情や場面についての描写をとらえ優れた叙述について自分の考えをまとめる力
む

物語の構成
教 登場人物の
材 相互関係や
文 心情を読み
の 取る力
本
の 推薦するた
シ めに書き手
ョ のことにつー

い て 調 べ
ウ る、目的に
イ 応じて比べ
ン ながら本を
ド 読む力
ウ
作 作品の特性をとらえ、優れた叙述について自分の考えをまとめる力
り

☆優れた叙述に着目し、 情景描写の表現効果に気付かせる問いかけ
叙述を基に心情をとら ・あるのとないのとではどう違うか

４ える。 ・どんな色が出てきてどんなことを表しているか
〇魅力的な表現をさがしな ・言葉のイメージがプラスかマイナスか

がら読む。 ＊教材から複数取り上げることで理解が深まる

☆魅力的な場面を見付け 〇魅力的な場面について理由を考える際に、読みの視点をもたせた。
その理由を考える。 読みの視点

５ 〇魅力的な場面をさがしな ・登場人物の心情がよく分かる
がら読み、表現を基に魅 ・登場人物の関係の変化がよく分かる
力的な理由を考える。 ・場面の様子がよく分かる

☆自分なりの根拠をもっ おすすめの言葉の構成
て作品の魅力を伝える ①物語のだいたいの内容

６ 文章を書く。 (クライマックス場面を中心に)
〇作品の魅力を伝えるため ②心を動かされたこと

のおすすめの言葉を書く ③読むことを薦める言葉

第 〇第二次と同じ流れで学習
三 を進める。
次

基学 ☆学習経験を生かしてあ
に習 らすじをとらえる。
表経 ７
現験 ・ ☆魅力的な場面や表現を
すを ８ とらえる。
る ・

椋 ９ ☆自分なりの根拠をもっ
ウ作 ・ て推薦する文を書く。
イ品 10
ンの ☆本のショーウインドウを
ドシ 使って交流し、自分の
ウョ 考えを広げたり、深めた
作

ー

りする。
り

お話の続きを読みたいな。本

のショーウインドウ作り、楽し

み！作った本のショーウインド

ウをみんなに紹介したいな。

出来事をとらえていけば、あらすじ

が分かるんだね。出来事を通して登場

人物の気持ちが変わっていくのか。

教科書の文章を基に想像していくと

なぜ魅力的と感じたのかが自分でもは

っきりとしてきた。

まだ読んでいない友達が読ん

でみたいと思えるように書けば

いいのか。

どんな出来事があって、どんな気持

ちになったのか考えながら読もう。

情景描写も見付かったよ。作品

のどういう表現や場面がよいとこ

ろなのか、伝わるように書こう。

友達の紹介文のよさを見付けよ

う。自分と友達の考えの同じとこ

ろや違うところはどこだろう？

友達に自分のお気に入りの本

を紹介できてよかった。読んだ

ことのない本を読んでみたくな

った。人それぞれの気持ちが書

かれていてよかった。

「大造じいさんとがん」で作った本のショー

ウインドウを参考にしながら、同じやり方で椋

作品の魅力を伝える本のショーウインドウを作

ろう。読みの視点を基に読もう。

登場人物の気持ちまで表

しているなんて、すてき！

他にも見付けたいな。

支援のポイント・児童の様子

本のショーウインドウ（左が表面、右が裏面）

単元計画を基にした授業実践
第５学年「大造じいさんとがん」



問い合わせ先 群馬県総合教育センター
担当係：教育情報推進係 ０２７０－２６－９２１５（直通）
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・情景描写というのは、文章は景色を表していても、その裏側
には大造じいさんの気持ちがたくさんつまっている。描写や
文章をよく読んで探してみると、大造じいさんの気持ちがよ
く分かりました。

・情景描写をよく考えると読み方も変わるなあと思いました。
見付けられてうれしかったです。

情景描写についての振り返り

一番魅力的だなと思った場面は、おとりのがんを助けるために残
雪がはやぶさと戦う場面です。なぜかというと「残雪の目には、人間
もはやぶさもなかった。ただ、救わねばならぬ仲間の姿があるだけ
だった。」などという表現から、仲間のためにはやぶさに必死に立ち
向かっていくという気持ちが感じられるので、この場面がいいと思い
ます。

魅力的な場面の紹介文の例

実践のまとめ
「言語活動単元プラン集」を活用して

成果と課題
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登場人物の心情がなぜ変わっ

たのかを考えながら読む

登場人物の心情が一番大きく変

わったところを考えながら読む

物語文を読む時気を付けていること（児童33人）

実践前

実践後

人

魅力的な場面の紹介文の例

☆教材文「大造じいさんとがん」
残雪が飛び去っていくのをいつまでもいつまでも見守ってい

たという場面。大造じいさんが見守っている時の気持ちを自然
と考えられるので魅力的です。また戦いたいという気持ちが分
かります。

☆自分で選んだ作品「子ジカのホシタロウ」
この場面はホシタロウが野良犬と戦って助かったときの場面です。

「モモ子はホシタロウの姿が見えるとはな子さんのかたの上にのった
りして、はしゃいでいました。」という表現からモモ子のうれしい！とい
う気持ちがわかります。私は２ひきの友情があるからだろうなと思い
ました。

教材文の時に比べ、叙述
を基に想像したことが表現
され、自分の考えが述べら
れている。

ショーウインドウ作りをしながら教材文を読んだことにより、表現に着目

して叙述を基に心情の変化や場面の様子を想像しながら読むことができた。

物語全体から登場人物
の心情の変化をとらえ、
変化の理由を考えながら
読む児童が増加した。

・本のショーウインドウを作っていくのが楽しみ。みんなが本
を読みたくなるような作品にしたいな。

・本のショーウインドウ作りは難しそう。
いろいろ書くことがあって大変そうだけど、やってみたいな。

・本のショーウインドウを使って先生みたいに紹介してみたい。

本のショーウインドウ作りについての児童の反応

・紹介された本を全部読みたくなった。いっぱい読みたいな。
・椋鳩十さんが動物のことを考えていろいろな作品を書いて

いることが分かって、もっと読みたいと思った。
・自分の選んだ作品の紹介をして、椋鳩十さんのことを知って

ほしいと思った。

作者や本の紹介についての児童の反応

本のショーウインドウを使った作者や本の紹介を聞いたことにより、児童
の学習に対する意欲が高まり、読む目的をもつことができた。

課題
〇単元を貫く言語活動を１単位時間ご

との授業にどのように具体化してい
くかが難しい。児童の実態や教材文
の特徴を踏まえ、言語活動の具体化
のパターンを増やしていく必要があ
る。

成果

〇文学的な文章の学習における単元を貫く言語活動
の設定の仕方を具体化することができた。

〇本のショーウインドウの各項目に沿って読む学習
を行ったことにより、児童は読みの視点をもって
文章を自分から繰り返し読むようになり、叙述を
基に想像して読む力を育成することにつながった。

教材文の学習で身に付けた読む力を活用して、主体的に思考しながら
叙述を基に想像して作品を読み、自分の考えを表現することができた。


